
 

第４回ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）推進協議会 

次第 

 

と き：平成 31年 3月 19日（火）15時～17時 

ところ：シティプラザ大阪 ２階 燦
さん

の間 

 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

１）各拠点における取組み状況等について 

・大阪府立大学 BNCT研究センター 

・京都大学複合原子力科学研究所 

・大阪医科大学 関西 BNCT共同医療センター 

・南東北 BNCT研究センター 

・筑波大学 

・国立がん研究センター 

・大阪大学 

 

２）平成 30年度事業報告及び平成 31年度事業計画について 

①人材育成 WGについて 

②情報発信事業について 

③平成 31年度課題 WG（ＢＮＣＴ推進協議会あり方検討ＷＧ）について 

 

３）事務局からの報告 

 

３ その他 

 

４ 閉会 
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各拠点における取組み状況等について 
 

 

 

・大阪府立大学 BNCT研究センター（切畑委員） 

 

 

 

 

・京都大学複合原子力科学研究所（鈴木委員） 

 

 

 

 

・大阪医科大学 関西 BNCT共同医療センター（小野委員） 

 

 

 

 

・南東北 BNCT研究センター（髙井委員） 

 

 

 

 

・筑波大学（熊田代理委員） 

 

 

 

 

・国立がん研究センター（伊丹委員） 

 

 

 

 

・大阪大学（畑澤委員） 

議題 1） 



平成 30年度 人材育成 WG 事業報告 

 

１ WGの開催 

○と き   平成３０年１０月１７日 

○と こ ろ   京都大学複合原子力科学研究所「図書棟会議室」 

○議題と議論内容 

  （１）今年度の BNCT講習会の内容について 

⇒ 昨年度の日本中性子捕捉療法学会と BNCT推進協議会本 WGの間での整理を踏

まえ、引続き、医療実施施設における医療従事者育成を目的とした人材育成講習

会を実施することを確認 

⇒ 講義（於：大阪医科大学）と実習（於：京大研究所）を各２日間の日程に分散して実

施 

⇒ 昨年度に引き続き、加速器 BNCTの実施に即した実習内容（シミュレーション実習）

を実施 

（２）人材育成 WGの今後の進め方について 

⇒ この WGでは、BNCTの医療が実施されるまでの間、医療実施施設における医療 

従事者の育成を実施 

⇒ 次年度以降、医療実施された後の本ＷＧや BNCT講習会のあり方を議論する必要

があることを確認 

 

２ 講習会の開催 

 （１）講義及び施設見学 

○と き   平成３１年２月１２日～１３日 

○と こ ろ   大阪医科大学関西 BNCT共同医療センター「３階研修スペース」 

（施設見学：大阪医科大学関西 BNCT共同医療センター） 

○参加者数   ２３名（医師、医学物理士、診療放射線技師、研究者、学生など） 

○内   容   別添講習会日程表のとおり 

○受講生の声主なもの（アンケートより） 

・講義がとてもわかりやすく、質問なども積極的に行われており、有意義であった。 

・基礎から応用、臨床まで学ぶことができた。 

・この講習会の内容は教科書的なものが少なく、とても貴重だと思った。 

・動画や写真を交えた講義もあり、実際の臨床現場をイメージしやすく、理解が深まった。 

・質問の時間をもう少しとってほしい。 

 

（２）実習 

○と き   平成３１年２月１９日～２０日 

○と こ ろ   京都大学複合原子力科学研究所「イノベーションリサーチラボラトリ・医療棟」 

○参加者数   ５名（医師２名、診療放射線技師２名、医学物理士１名） 

○内   容   別添講習会日程表のとおり 

○受講生の声主なもの（アンケートより） 

・基本的な所から話をしていただき、理解が深まった。 

・照射の仕方など、実際にやってみて難しい点などに気付くことができた。 

・また、ぜひ今回の講義内容のものはやってほしい。 

・実習を充実させるべきだと思った。 

 

議題 2)‐①‐1 



 

 

（別添） 

ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）推進協議会人材育成WG、京都大学複合原子力科学研究所 主催 

平成 30年度 BNCT講習会日程表 
日程 時間帯 項   目 

平成 31年 

２月 12日（火） 

 

会場： 

大阪医科大学 

関西 BNCT 共同

医療センター 

10:00～10:10 

10:10～11:10 

11:20～12:20 

12:20～13:20 

13:20～14:20 

14:30～15:30 

15:40～16:40 

開講式・スケジュール等説明 

【講義】生物 （長崎大学 益谷 美都子） 

【講義】治療計画・測定のダイジェスト版（京大複合研 田中 浩基） 

昼  食 

【講義】BNCTを理解するための基礎物理 （九州大学 納冨 昭弘） 

【講義】臨床 （京大複合研 鈴木 実） 

【講義】臨床-体位設定 （南東北 BNCT研究センター 廣瀬 勝己） 

平成 31年 

２月 13日（水） 

 

会場： 

大阪医科大学 

関西 BNCT 共同

医療センター 

10:00～11:00 

11:10～12:25 

12:25～12:55 

 

12:55～13:55 

13:55～14:45 

15:00～00:00 

【講義】核医学 （大阪医科大学 礒橋 佳也子） 

【講義】薬学・化学 （大阪府立大学 切畑 光統） 

座学講習に関するアンケート記入提出、座学受講証授与  

（京大複合研 増永 慎一郎） 

昼  食 

【見学】関西 BNCT共同医療センター （大阪医科大学 秋田 和彦） 

終了・解散 

平成 31年 

２月 19日（火） 

 

会場： 

京都大学複合

原子力科学研

究所ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾘ

ｻｰﾁﾗﾎﾞﾗﾄﾘ・医

療棟 

09:30～10:00 

10:00～11:30 

 

11:30～13:00 

13:00～13:55 

13:55～14:25 

 

14:25～15:55 

放射線業務に係る教育の実施 （京大複合研 増永 慎一郎） 

【実習】体位固定調整 

（京大複合研 高田 卓志） （南東北 BNCT研究センター 廣瀬 勝己） 

【実習】10B濃度測定 （京大複合研 近藤 夏子、玉利 勇樹） 

昼  食 

【講義】加速器 BNCTシミュレーション実習に向けた説明 

     （京大複合研 増永 慎一郎）     

【実習】測定・治療計画 

 （京大複合研 田中 浩基、櫻井 良憲） （広島大学 田中憲一）  

平成 31年 

２月 20日（水） 

 

会場： 

京都大学複合

原子力科学研

究所ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾘ

ｻｰﾁﾗﾎﾞﾗﾄﾘ・医

療棟 

09:30～11:00 

 

 

11:00～12:45 

 

 

 

 

【実習】加速器 BNCTシミュレーション頭頸部 

（京大複合研 増永 慎一郎、高田 卓志、玉利 勇樹、山本 由佳） 

（南東北 BNCT研究センター 廣瀬 勝己） 

加速器 BNCTシミュレーション実習の検証 

（京大複合研 増永 慎一郎、高田 卓志、玉利 勇樹、山本 由佳） 

（南東北 BNCT研究センター 廣瀬 勝己） 

講習会全体に関する質疑応答、実習講習に関するアンケート記入 

提出、実習等受講証授与、閉講式 （京大複合研 増永 慎一郎） 

 



 

平成 31年度 人材育成 WG 年度計画（案） 

 

 

【趣旨・目的】 

ＢＮＣＴ従事者の人材育成は喫緊の課題であるため、ＢＮＣＴ専門人材の育成を目的とした

人材育成事業の実施に加え、全国の組織、学会と連携しながら、人材育成プログラムの作成、

人材育成拠点のあり方整理、人材育成ＷＧの今後の進め方等の検討を行う。 

 

 

【取組内容・スケジュール】 

l 医療実用化を見据えた、医療拠点との連携・役割分担の整理（研修内容等） 

l BNCT専門人材の育成を目的とした人材育成事業の実施（BNCT講習会） 

l 人材育成ＷＧの今後の進め方検討 

 

【平成 3１年度メンバー】 

座長 京都大学 
複合原子力科学研究所 

粒子線生物学研究分野 教授 
増永  慎一郎 

 京都大学 
複合原子力科学研究所 

粒子線腫瘍学研究分野 センター長 
鈴 木  実 

 京都大学 
複合原子力科学研究所 

放射線医学物理学研究分野 准教授 
櫻 井  良 憲 

 
南東北 BNCT 

研究センター 
センター長 髙 井 良 尋  

 九州大学 医用量子線科学分野 准教授 納 富  昭 弘 

 大阪医科大学 関西 BNCT共同医療センター 副技師長 秋 田  和 彦 

 京都大学 

名誉教授 

（複合原子力科学研究所 放射線医学物理学分野 

研究員） 

丸 橋  晃  

  

議題 2)‐①‐2 



 

平成 30年度 情報発信事業 事業報告 

 

 

《出張講座》 

<訪問先> 

愛媛大学医学部附属病院（２月 21日） 

鳥取大学医学部附属病院（２月 28日） 

大阪市立大学医学部附属病院（３月 27日）（予定） 

<内 容> 

医療拠点での診療開始や、新たながん治療法である BNCTの特長及び優位性 

について、がん拠点病院等の医療従事者を対象とした出張講座を実施 

<参加者数> 

愛媛大学 25名、鳥取大学 30名 

 

 

《広報ツール作成》 

<内 容> 

海外への情報発信に向け、昨年度作成した一般の方々（患者等）を対象とし

たリーフレットの「英語版」を作成 

<規 格> 

A４判 三つ折／6頁 

<部 数> 

10,000部 

 

 

《医療・介護総合 EXPO（通称：メディカルジャパン）における情報発信》 

<先端医療研究施設 見学ツアー>  

開催日  平成 31年 2月 22日（金） 

見学先  大阪医科大学関西 BNCT共同医療センター 

参加者  13名 

内 容  BNCT及び施設の概要説明、施設見学（準備室、治療室、加速器等） 

 

 

《その他》 

・生命保険会社（住友生命、大同生命）と連携したＰＲの実施 

・都道府県がん診療連携拠点病院（約 50か所）へリーフレットを配布 

  

議題 2)‐②‐1 



 

平成 31年度 情報発信事業 年度計画（案） 

シンポジウムの開催（東京）について（案） 

 

 

《概要》 

現在治験中の「ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）」の世界初となる医療としての実用化が、

目の前に迫ってきています。 

この機会を捉え、最先端のがん治療法である BNCTを広く発信するため、中央官庁や報

道機関が集まる東京において、本シンポジウムを開催します。 

BNCTの現状や将来について、研究や医療の現場において第一線で活躍されている研

究者・医師等による報告、ディスカッションを行います。 

 

 

記 

 

 

１．日時  平成３１年度後半 

  

２．場所  東京都内（調整中） 

  

３．内容  取組状況の報告、パネルディスカッション等 

 

 

 

 

  

議題 2)‐②‐2 



 

ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）専門人材育成・情報発信事業について 

 
 

 

【趣旨・目的】 

医療としての実用化を目前に控え、医療スタッフの確保と計画的な専門人材の育成及び集

患につながる認知度向上に向けた具体的な取組みが必要となる中、地方創生応援税制（企

業版ふるさと納税）を活用し、京都大学と大阪医科大学が連携して「専門人材育成・情報発信

事業」を実施する。 

 

 

【本事業の概要】 

（１）事業主体 

京都大学 

（２）事業スキーム 

京都大学と大阪医科大学関西 BNCT 共同医療センターが共同事業契約を締結する

とともに、大阪府は企業版ふるさと納税を活用した支援を実施 

（３）事業内容 

① 専門人材育成事業 

人材育成 WGの枠組みを活用し、BNCT実施を担う医療スタッフを育成するた

め、BNCT講習会を実施。 

② 情報発信事業 

・ 医療拠点での診療開始や、新たながん治療法である BNCT の特長及び優位性

について、がん拠点病院等の医療従事者を対象とした出張講座を実施。さらに、

都道府県がん診療連携拠点病院等へ BNCTのリーフレットを配布するとともに、

海外への情報発信のために英語版のリーフレットを作成。 

・ また、毎年大阪で開催される、医療・介護 EXPO「メディカルジャパン」先端

医療研究施設見学ツアーにおいて、大阪医科大学関西 BNCT 共同医療センター

の視察を実施。 

 

（４）当面のスケジュール 

 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

専門人材育成事業 ・BNCT講習会実施 

（座学及び実習） 

・BNCT講習会実施 

（座学及び実習） 

・BNCT講習会実施 

（座学及び実習） 

情報発信事業 ・一般向け広報ツール作成 

・がん拠点病院へ出張講座実施 

・一般向け広報ツール作成 

（英語版） 

・がん拠点病院へ出張講座実施 

・シンポジウム開催（東京） 

 

 

（ご参考） 



 

平成 31年度 課題 WG 

「BNCT推進協議会のあり方検討 WG」年度計画（案） 

 

 

【趣旨・目的】 

平成 28 年、本協議会は、実用化が目前に迫っているホウ素中性子捕捉療法（以下

「BNCT」という）の更なる発展のため、BNCT の医療としての普及や高度化をめざすととも

に、産学官連携や医療拠点と研究拠点等における国内外ネットワーク形成方策等を検討

する目的で設置された。 

設置からこれまでの間、BNCT に関する学術的な領域以外の課題解決に向け、学会や

大学などの関係機関と緊密に連携・協力を図りながら、シンポジウムの開催及びリーフレッ

ト作成等の情報発信事業や、BNCT講習会の企画・実施をはじめとする専門人材育成事業

等に精力的に取り組んできた。 

こうした取組みの一方、BNCT の医療実用化に向けた動きとしては、再発脳腫瘍と再発

頭頸部がんを対象とした治験が進められているところであり、今後、「医薬品、医療機器等

の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」にかかる承認を得られ次第、いよいよ、

「研究」の段階から「医療」としてのステージへと、歴史的な一歩を踏み出すことになる。 

本ＷＧでは、こうした医療実用化の進捗状況を見据えながら、日本中性子捕捉療法学会

との役割分担等の整理も踏まえ、今後の推進協議会のあり方について検討を行うものとす

る。 

 

【スケジュール】 

  年２～３回開催 

 

【検討項目】 

・BNCT推進協議会のこれまでの活動についての検証 

・医療実施後の BNCT推進協議会の体制について 

                                       等 

 

 

                                     

議題 2)‐③ 



 

 

【メンバー】 

機関名 役職等 氏 名 

京都大学複合原子力科学

研究所 
所長 川 端  祐 司 

京都大学複合原子力科学

研究所 
粒子線腫瘍学研究センター長 鈴 木  実 

大阪大学 医学系研究科教授 畑 澤  順 

大阪府立大学 BNCT研究センター長 切 畑  光 統 

大阪医科大学 関西 BNCT共同医療センター長 小 野  公 二 

南東北 BNCT研究センター センター長 高 井 良 尋 

日本中性子捕捉療法学会 会長 （東京工業大学 教授） 中 村 浩 之 

 

事務局 ： 京都大学複合原子力科学研究所、大阪医科大学関西 BNCT共同医療センター、 

      熊取町、大阪府 
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関西の研究拠点の機能強化に向けて「中間とりまとめ」 
 

 

ＢＮＣＴ推進協議会企画部会 

 
 
（はじめに） 

 平成 24年秋、加速器と BPAを用いた世界初のホウ素中性子捕捉療法（以下、
「BNCT」という）の治験が、再発脳腫瘍、再発頭頸部がんを対象として開始さ
れた。現在、治験照射が終了し、その臨床効果の観察が行われているところであ

る。BNCTは、厚生労働省の「先駆け審査指定制度」の指定を受け、実用化に向
けたプロセスが迅速に進められてきたが、医薬品、医療機器等の品質、有効性及

び安全性の確保等に関する法律（以下、「薬機法」という）にかかる承認が得ら

れれば、上記対象がんに対して「医療」として提供されることになる。 
 このような動きに合わせ、世界で初めて病院に BNCT治療装置を導入した南
東北 BNCT研究センター（福島県郡山市）や、大学附設として最先端の医療環
境を提供する大阪医科大学関西 BNCT共同医療センター（大阪府高槻市）が開
院するなど、医療拠点の整備が進んでおり、まさに、BNCTは「研究」の段階か
ら「医療」としてのステージを迎えようとしている。 
 また、国外に目を向けてみると、国際学会の開催や、IAEA会議での普及活動
の成果が広がりつつある。既にフィンランドでは加速器が導入されており、台湾

やインドネシアにおいても加速器導入に向けた検討が行われている他、中国、韓

国においては、加速器開発にかかる研究も活発に進められている。さらに、クウ

ェートやアラブ首長国連邦（UAE）のみならず、アメリカでも革新的な治療法
として注目を集めるなど、国外での今後の展開も期待されるところである。 
 BNCTの医療としての普及や高度化を支援することを目的とするBNCT推進
協議会では、日本中性子捕捉療法学会と連携しながら、シンポジウムの開催やリ

ーフレット作成等の情報発信事業、講習会の企画・実施をはじめとする専門人材

育成事業などの取組みを進めてきた。BNCT の仕組みや期待できる効果などを
患者や国内のがん医療拠点病院などの医療現場へ広報・周知するため、そして、

BNCTに関わる医療従事者を計画的に育成するためである。 
 「患者に届く医療」としての道筋が明らかになる一方で学術的な課題も残され

ている。BNCT が一般的ながん治療としての地位を確立するためには、悪性黒
色腫、悪性胸膜中皮腫、肺がん及び肝臓がんなど適応がん種の拡大が不可欠であ

り、治療の効果を大きく左右する新たなホウ素薬剤の開発や基礎研究における

動物実験（in vivo）など、基礎・基盤分野における研究を計画的に推進していく
必要がある。 

議題 3)‐② 
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そのためには、BNCT の研究に関わる大学や関係機関の切磋琢磨が必要であ
るが、我が国全体の研究レベルの向上や、医療の推進ということを考えれば、各

機関が単独で取り組んでいくだけでなく、連携した体制を構築することが極め

て重要である。 
本報告は、当面の各研究拠点における取組みの参考となるよう、機能強化のあ

り方や相互の連携方策等について、幅広い観点から検討し、その考え方を整理す

るものである。 
（※本報告では、京都大学複合原子力科学研究所、大阪大学、大阪府立大学、大

阪医科大学関西 BNCT共同医療センターを研究・医療拠点のモデルとして取り
上げ、具体的な取組み等について検討していくこととする。） 
 
１．BNCTがめざすべきところ 

（１）治験の進行状況と実用化の見通し 
 平成 24年秋に始まった治験は、これまでに第Ⅱ相の照射を終え、現在、臨床
効果を観察しており、薬機法上の承認申請に向けて準備がなされているところ

である。なお、厚生労働省が創設した「先駆け審査指定制度」に BNCTシステ
ム（2017年 2月）、BNCT用ホウ素薬剤 SPM-011（同年 4月）がそれぞれ指定
されており、薬機承認に向けた迅速な審査が期待される。 
 薬機承認が得られ次第、大阪医科大学関西 BNCT共同医療センター、南東北
BNCT研究センターにおいて、医療が提供される予定である。 

（２）BNCTの展望 

 BNCT の実用化による最終的な目標は、言うまでもなく、「世界の患者が
BNCT 治療による恩恵を享受する」ことである。日本だけでなく、世界各地に
おいて医療拠点が整備されるとともに、医療従事者も計画的に育成されること

により、BNCT が限られた一部の人々に対する治療法ではなく、誰もがその恩
恵を享受できなければならない。 
まずは、現在治験中の再発脳腫瘍、再発頭頸部がんの「医療としての承認と確

立」が待たれるところであるが、当面の取組みとして、患者や医療現場が混乱す

ることなく、スムーズに医療を提供できる仕組みを構築するとともに、BNCTの
さらなる発展に向け、各研究拠点の機能強化・相互連携の検討・検証を進めてい

く必要がある。 
その上で、BNCTが標準的な治療法となるためにも、中期的な取組みとして、
「適応がん種の拡大」や、患者の増加に対応する「国内の医療拠点の整備」を推

進しなければならない。 
また、「適応がん種の拡大」については、基礎・基盤分野における研究の進展

が必要であるが、各研究機関の取組みを推進する上では、研究費に対する国等に

よる支援の充実が不可欠である。 
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さらに、世界の患者が BNCT の恩恵を受けるには、「BNCT の産業化・国外
展開」も必要である。BNCTを、日本発の治療法として、「加速器」、「ホウ素薬
剤」、「PET 技術」などをひとまとめ（パッケージ）にして輸出するとともに、
それらを扱う人材の育成支援をも行う。これは我が国の医療産業の発展にも大

きく寄与するものである。具体的には、医療技術のみならず、関係する諸要素が

結集された施設（医療拠点）を関係機関の連携・協力の下、ショールームとして

国外に PRしなければならない。 
 
（今後の目標） 
 目  標 必要な取組み、条件整備等 

短期 

(3～5年) 

●スムーズな医療実施 

（再発脳腫瘍、再発頭頸部がん） 
●研究拠点の機能強化と相互連携 

■患者や医療現場等に対する正確な情

報の発信 

■計画的な専門人材の育成 

■医療拠点における患者の受入れ体制

の構築 

中期 

(5～10
年) 

●適応がん種の拡大 

●国内の医療拠点の整備 

●産業化・国外展開 

■基礎・基盤研究の深化 

■国等からの財政支援の確保 

■医療ツーリズムの推進 

■国内施設のショールーム化の検討 

長期 

(10年超) 

●世界の患者が BNCT 治療の恩
恵を享受 

■国際的な人材育成拠点の確立 

 
 
２．研究拠点の機能強化に向けて  

（１）各研究拠点の取組み 

BNCT の今後の目標を達成するには、まずは、現在進行中の治験の順調な進
捗のみならず、各研究拠点の機能強化・相互連携の推進が必要であることは前述

のとおりである。 

以下では、世界の BNCT研究をリードしてきた京都大学複合原子力科学研究
所、大阪大学、大阪府立大学の各研究機関について、現状の取組みの他、今後の

課題や取組方針について述べる。 
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関西の各研究拠点の現状と今後の取組み等について 

 

 京都大学複合原子力科学研究所 大阪大学 大阪府立大学 

現状の取組み 
・ＫＵＲを利用したＢＮＣＴ臨床研究 

これまでの悪性脳腫瘍、頭頸部腫瘍に加え、適応がん種の

拡大に向けた、再発乳がん、血管肉腫などの臨床研究の実施 

・ＫＵＲを利用した基礎・基盤研究の実施 

  新規ホウ素薬剤開発、医学物理分野における課題解決に向

けた基礎・基盤研究の実施 

・加速器の高度化及び、治療計画システムの研究開発 

  照射時の負担軽減に向けたビーム増強等や治療計画ソフ

トの研究開発の実施 

 

・18ＦＢＰＡ合成法の改善 

  一度の合成での生成量増加に向け、標準合成法を最適化す

るための研究を実施 

・18ＦＢＰＡ－ＰＥＴ臨床研究の実施 

  BNCTの適応評価に向け、臨床研究を実施、また、BNCTを前

提としない一般的ながん診断薬としての臨床研究を実施 

・ＢＮＣＴ用ホウ素薬剤の研究開発 

  新規低分子ホウ素薬剤やホウ素化中・高分子標的薬及びそ

れらの DDS（薬剤送達システム）の研究開発を実施 

・18ＦＢＰＡに関する包括研究 

  将来の薬機申請を視野に入れ、効率的新規合成法の確立、

動態把握、安全性確認等の包括研究を実施 

・ＢＮＣＴ要素技術の周辺領域への応用 

 ア）ホウ素センサーや医薬や農薬に有効なホウ素化合物開発

イ）伴侶動物への動物 BNCTのための基礎研究 

ウ）BNCR（ホウ素中性子捕捉反応）を植物の品種改良につな

げる BBB（ホウ素粒子ビーム育種）の基礎研究 

課題 

（医療としての

実用化を見据

えて） 

・新規ホウ素薬剤開発に向けた基礎研究 

新規薬剤開発に係る基礎研究として、細胞、マウスへの中

性子照射による新規ホウ素薬剤の効果と有害事象の検討が

必要 

・動物ＢＮＣＴの実施に向けた基礎研究 

  動物の細胞へのホウ素取り込みや、薬剤及び中性子照射に

よる影響確認のための研究が必要 

 

・中性子照射による組織への影響評価 

  中性子線とホウ素の反応による組織への影響評価が確立

されていない臓器も多く、検証が必要 

・新規ホウ素薬剤の開発 

  適応拡大に向け、LAT1 をターゲットにした新規ホウ素 10B

担体の開発による、新規ホウ素薬剤開発が必要 

・ＰＥＴ検査精度の向上 

  効果的な照射や新規薬剤の開発には、組織内ホウ素濃度把

握が重要であり、PET検査精度向上による推定法確立が必要 

・ＢＮＣＴ用ホウ素薬剤の研究開発 

  標的への確実な送達性と生体への安全性を強化した DDSの

実現に向けた基礎研究が必要 

・18ＦＢＰＡに関する包括研究 

  新規 18FBPAの効率的かつ大量合成法の確立と自動合成装置

の開発及び L-FBPAによる動態評価と安全性試験が必要 

・ＢＮＣＴ要素技術の周辺領域への応用 

  BBB のための化合物探索等の基礎研究、動物に有効な薬剤

探索やヒト用薬剤の開発に繋がる検証評価が必要 

今後の取組み

方針 
・基礎基盤研究の強化 

  BNCT研究の裾野拡大をめざし、共同利用研究施設の性格を

活かした基礎基盤研究を実施 

・新規ホウ素薬剤開発のための、薬剤評価方法の共通化 

  新規ホウ素薬剤の組織内分布を明らかにするための評価

方法確立、晩期有害事象検証のための評価項目の検討 

・加速器による基盤研究の推進 

  BNCTの発展を支える基礎・基盤研究を実施 

・人材育成機能の強化 

・中性子照射による組織への影響評価の検証 

  中性子照射設備を用い、中性子とホウ素との反応による正

常組織への影響評価の検証を実施 

・京大・阪大・府大の研究成果の医療拠点への移行 

  研究拠点で培われた成果をスムーズに医療拠点へ移行し、

最新の知見に基づくシームレスな医療実施の仕組みを構築 

・ＢＮＣＴの国際展開 

  日本発の治療法として、国際学会等を活用し、情報発信を

積極的に実施するとともに、国外からの人材受入れを実施 

・ＢＮＣＴ用ホウ素薬剤の研究開発 

  新規ホウ素薬剤の開発に向け、学内の学部及び国内外創薬

研究者との協同研究を推進 

・18ＦＢＰＡに関する包括研究 

  18FBPA の自動合成装置の医療機器としての製造販売承認申

請を視野に入れた非臨床安全性試験等を推進 

・ＢＮＣＴ要素技術の周辺領域への応用 

ホウ素の化学的特性を活用した医農薬を分子設計し有用な

ホウ素化合物をスクリーニングするとともに、BNCT、動物

BNCT、植物 BBBに応用するための基礎研究の実施 
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（２）研究拠点相互の連携について  

 研究開発を加速させ、より大きな成果を得るには、各研究拠点が専門領域を活

かしながら、相互連携を図ることが重要である。上記（１）で示した各研究拠点

の現状、課題、今後の取組み方針をふまえ、研究拠点間相互の連携により推進す

べき課題を記す。 
ⅰ．BNCTが正常組織に及ぼす影響の評価法の確立 

  （京都大学複合原子力科学研究所、大阪大学、大阪府立大学の連携） 

   BNCT の線量構成は大変複雑であり、非選択的な中性子による線量付与
と選択性のあるホウ素中性子反応によって生じる粒子がもたらす線量から

構成される。後者については、とりわけ正常組織におけるホウ素の分布が複

雑であるので、その生物学的効果の予測には物理学的に計算される線量を

生物学的等価線量に換算するための係数、すなわち、CBE（Compound 
Biological Effectiveness）値が必要である。現在、これが確定している組織
は多くないため、今後の適応拡大に向けては、様々な臓器における CBE値
を、主として BPAについて決める必要がある。 

   そのためには、京都大学複合原子力科学研究所における実験動物等を用

いた照射実験研究が必須であり、全国的なレベルで研究者の力を結集する

必要がある。 
ⅱ．薬剤の研究開発 

  （京都大学複合原子力科学研究所、大阪大学、大阪府立大学の連携） 

   将来の BNCTの展開にとって新規ホウ素薬剤の開発は極めて重要であり、
また、不可欠の要素である。 

   毒性が少なく、高濃度で腫瘍組織に集積するとともに、腫瘍種を越えて集

積する汎用性を具備した薬剤を開発しなければならないが、そのためのハ

ードルは非常に高い。 
   このため、ホウ素薬剤の動態を解析する手法を十分に駆使する必要があ

り、組織・細胞レベルでいえば、アルファオートラジオグラフィや免疫組織

染色の手法がこれに応用できる。いずれも、基本的には確立された技術であ

り、それらを用いることが好ましい。 
さらに、よりマクロなレベルでの動態解析では、動物用 PET を用いた解
析が非常に有効と考えられる。 

ⅲ．18FBPA-PETによる組織内ホウ素濃度推定の高精度化にかかる研究 

  （大阪大学、大阪府立大学、大阪医科大学の連携） 

   18FBPA-PETは BNCTの適否を判断する検査として不可欠である。さら
に既存のがん診断薬が苦手とする炎症集積の鑑別も可能ながん診断薬とし

て期待されている。 
BNCT の効果予測にあたっては正確な線量評価が必要であり、そのため
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には、腫瘍内のホウ素濃度を正確に予測することが極めて重要である。 
しかし、現状の 18FBPA-PET はその解像度の関係から、必ずしもホウ素
濃度を正確に評価できているとは言えない。そのため、真のホウ素濃度に近

い予測を可能とするべく技術をさらに高度化する必要がある。 
ⅳ．伴侶動物 BNCT実施に向けた研究 

  （京都大学複合原子力科学研究所、大阪大学、大阪府立大学の連携） 

   BNCT の基礎研究から臨床への橋渡しとして、イヌ、ネコ等に対する動
物 BNCTの実施は極めて有用である。この研究を通じてマウス等の小動物
では解明しえない、BNCT の効果を調べることが可能となり、有害事象の
発生についても、ヒトに近い条件のもとで明らかにすることができる。その

成果に基づいて、大阪府立大学獣医臨床センターと連携した伴侶動物

BNCTの臨床試験実施をめざす。 

   なお、伴侶動物 BNCT実施に向けては、実際の伴侶動物への治療化も見
据え、対象動物の受け入れやそのための体制整備についての検討も必要で

あるが、その実施にあたっては、獣医療について専門の知見を有する大阪府

立大学獣医臨床センターと、中性子、BNCT に関する優れた実績と豊富な
経験を有する京都大学複合原子力科学研究所の連携が不可欠である。 

 

    

上記も含めた様々な課題の解決にあたっては、研究拠点が独自の研究を進め

ることはもちろん、相互の連携を活かしネットワークで取り組むことが重要で

ある。 

さらに、その成果をスムーズに医療拠点に移行し、最新の知見に基づくシーム

レスな医療実施に繋げるとともに、そこで得られたデータ等を研究拠点にフィ

ードバックすることにより、研究と臨床分野の連携による相乗効果を最大限に

発揮することが必要である。 

（３）研究拠点と医療拠点との連携について 

（研究と臨床分野の連携による相乗効果） 

 

 

３．国際的な人材育成拠点の形成に向けて 
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※本企画部会では、「研究拠点と医療拠点との連携」及び「国際的な人材育成拠

点の形成」については、次年度、引き続き議論を深め、その内容も盛り込んだも

のを最終報告とする予定である。 
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■研究拠点と医療拠点との連携について（研究と医療が一体となった“大阪・関西モデル”） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

連携・ 
協力 

基礎・基盤研究（新規薬剤開発、動物ＢＮ
ＣＴ）、臨床研究の共同実施、 
加速器・治療計画システム開発、 
人材育成 

関西の研究拠点 

 
 

・基礎・臨床研究での共同研究等 

・各施設での検証等の実施 

・人材育成での連携  など 

京都大学 
複合原子力科学研究所 

 
研究用 
中性子源 

大阪府立大学 

新規薬剤開発 
18FBPA合成法の確立 
動物ＢＮＣＴ、人材育成、 
BNCT周辺領域への応用 

大阪大学 

各地の医療機関等 

18FBPA 臨床研究、 
新規薬剤開発、人材育成 
BNCTによる組織への影響評価 
臨床研究の共同実施 

各地の医療機関等 

 

各地の医療機関等 

日
本
中
性
子
捕
捉
療
法
学
会 

その他の 
関西の大学・医療機関 

臨床研究 等 

日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会 

連携・協力 

日
本
医
学
物
理
学
会 

国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関 

医療実施による集積データの提供 

 

日
本
核
医
学
会 
 
な
ど 

連携・協力 

大阪医科大学 

関西 BNCT共同医療センター 

学会 

医療の提供 
臨床試験の実施、人材育成 

参考：イメージ図 

最新研究成果の提供・検証 

研究成果の移行 

国
内
の
大
学
・
研
究
機
関 
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BNCT推進協議会企画部会「関⻄の研究拠点の機能強化に向けて」 

委員名簿 
 
 

機関名 役  職 氏 名 

京都大学複合原⼦⼒ 
科学研究所 

所⻑ 川 端  祐 司 

粒⼦線腫瘍学研究センター⻑ 鈴 ⽊  実 

大阪大学 医学系研究科教授 畑 澤  順 

⼤阪府⽴⼤学 
BNCT研究センター⻑ 切 畑  光 統 

獣医臨床センター⻑ 嶋 田  照 雅 

大阪医科大学 
関⻄ BNCT共同医療センター⻑ 小 野  公 二 

脳神経外科准教授 川 端  信 司 

熊取町 副町⻑ 中 尾  清 彦 

 
事務局︓京都⼤学複合原⼦⼒科学研究所、⼤阪医科⼤学関⻄ BNCT共同医療センター、 
      熊取町、大阪府 

 
 



BNCT推進協議会設置要綱の一部改正について 
 

 

● 事務局のうち、関西BNCT医療センターの名称を改める。 

 

第６条 推進協議会の事務局は、大阪府、熊取町、京都大学及び大阪医科大学で行

う。 

 

（施行日：協議会で報告した日） 

 

 

 

新旧対照表 

改正案 現行 

（事務局） 

第６条 推進協議会の事務局は、大阪

府、熊取町、京都大学及び大阪医科大

学で行う。 

（事務局） 

第６条 推進協議会の事務局は、大阪

府、熊取町、京都大学及び関西BNCT医

療センターで行う。 

 

議題 3)‐③ 



 

第３回ホウ素中性子捕捉療法（ＢＮＣＴ）推進協議会の概要について 

 

 

１ と き  平成３０年３月２２日（木）午後３時～４時５０分 

 

２ ところ  ホテル プリムローズ大阪 ２階 鳳凰（東） 

 

３ 会議の概要 

 

（１）議題１ BNCTの実用化を見据えて 

    （日本中性子捕捉療法学会との役割分担について） 

 

① ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の実用化を見据えて 

第２回協議会（H２９年度）にて、本協議会と BNCT 学会との活動に重

複する部分がある等のご意見を踏まえ、両者の役割分担を明確にするととも

に、学会が本協議会に期待する役割等について、学会の幹事である平塚委員

から説明がありました。 

 

  ② BNCT推進協議会が果たすべき役割について 

      学会の基本的な考え方を踏まえ、本協議会として、専門人材育成や情報発

信等、学術的な領域以外の課題について学会等との連携・協力を図りながら、

必要なサポートに取り組んでいく旨、川端委員長等から報告があり、取りま

とめ案について承認されました。 

 

 

（２）議題２ 各拠点における取組み状況等について 

 

     各拠点における BNCTの取組み状況等について紹介がありました。 

 

i. 大阪大学における取組み 

大阪大学大学院 医学系研究科 助教         礒橋 佳也子 氏 

 

ii. 大阪府立大学 ＢＮＣＴ研究センターにおける取組み 

大阪府立大学  

地域連携研究機構 ＢＮＣＴ研究センター 特認教授   切畑 光統 氏 

 

iii. 京都大学原子炉実験所における取組み 

京都大学原子炉実験所  

粒子線腫瘍学研究センター長               鈴木 実 氏 

 

参考資料 



 

iv. 大阪医科大学 関西ＢＮＣＴ共同医療センターにおける取組み 

大阪医科大学 関西ＢＮＣＴ共同医療センター長     小野 公二 氏 

 

v. 筑波大学における取組み 

筑波大学 医学医療系 生命医科学域 准教授      熊田 博明 氏 

 

vi. 南東北ＢＮＣＴ研究センターにおける取組み 

南東北ＢＮＣＴ研究センター長             髙井 良尋 氏 

 

vii. 国立がん研究センターにおける取組み 

国立がん研究センター 放射線治療科長          伊丹 純 氏 

（事務局代読） 

 

 

（３） 議題３ 平成２９年度事業報告及び平成３０年度事業計画について 

 

① 人材育成ＷＧについて 

    会議資料のとおり、平成 30年度事業計画について承認されました。 

    【主な説明】 

     ・今年度の BNCT講習会は、４日間連続して受講生が参加するというのが

難しいのではというご意見を踏まえ、前半２日間は大阪医科大学で講義、

後半２日間は京都大学原子炉実験所で実習と分割日程で実施し、講義は

30名、実習は７名の方に参加いただいた。 

     ・実習カリキュラムについて、今後の医療機関での加速器 BNCTの実施を

見据え、加速器シミュレーション実習を中心としたものに変更した。 

     ・学術研究を担う人材の育成については、学会が中心となって担っていただ

き、BNCT 医療実施施設における現場スタッフの人材育成については、

当WGで進めていきたいと考えている。 

     ・BNCTの医療実用化が実施されるまでの間は、当WGが医療スタッフの

人材育成に取り組むが、医療としての実用化を念頭に置けば、いずれは医

療拠点へシフトしていくものと考えている。 

 

② 安全・高度化ＷＧについて 

  会議資料のとおり、本 WG は、本年度末をもって廃止することが承認されま

した。 

    【主な説明】 

・本 WG では、患者に対するより安全かつ高品質な医療手段の確立及び医 

療スタッフの安全確保を目的として活動を行ってきたが、本WGの課題に

ついては、学術的な内容であるため、学会と推進協議会との役割分担の整

理を踏まえれば、本来的には学会もしくは研究者や企業が対応すべきもの

と考えられる。 



 

     ・安全・高度化という課題は、BNCT システムを有する各研究組織で医療

としての展開が進展しつつある状況のもとで、それぞれ個別の課題という

ものがかなり多くあり、当面はそれぞれの組織での独自的課題として検討

すべきものと思われる。 

     ・以上により、本WGは本年度をもって終結する。 

 

③ 平成 29年度課題ＷＧについて 

 「BNCT 窓口相談事務マニュアル作成検討 WG」において、各医療機関の

窓口における一次的な対応であり、医師につなぐまでの窓口相談対応の基本的

事項を取りまとめたマニュアル（案）について審議いただきました。しかし、

この内容の一部に修正意見が出たため、本件については、委員長預かりとなり、

修正を検討することになりました。 

 

【主なご意見】 

  ・各医療機関において共通の対応がされることは患者さんへの配慮という観

点からも、大変有意義である。今後は事務職員がつないだ後の医師の対応

についても、認識を共有すべきところがある。 

  ・当面は、南東北 BNCT研究センターと関西 BNCT共同医療センターの２

施設で BNCT を実施することになるが、両施設において具体的な事例に

かかる対応等についてもご検討願いたい。 

・マニュアルの中で、加速器の BNCTと原子炉の BNCTが混同している部

分があり、その整理が必要。 

・明らかに適応外である問い合わせもあるため、このマニュアルを事務の方

にうまく使っていただけたらいいと思う。 

 

 

（４） 議題４ 事務局からの報告 

     京都大学と大阪医科大学が連携して実施するとともに、大阪府が住友重機械

工業株式会社からの寄附による企業版ふるさと納税を活用した支援により実

施している「BNCT 専門人材育成・情報発信事業」について、会議資料に基

づき事務局から報告しました。 

また、下記ご意見を踏まえ、今回作成した BNCT リーフレットについて、

先生方等にご相談しながら、計画的・効果的な配布に努める旨お答えしました。 

 

【主なご意見】 

  ・事務局への提案として、これまで各自が各々で国内外の会議等で BNCT

のパンフレットを配布していたが、推進協議会事務局の取組みとして、送

付・配布等の対応についても検討いただきたい。 

 

 

＜閉 会＞  


